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個別地区の状況報告



1．事業の進め方と各個別エリア R7.7.12 令和７年度学研高山地区第２工区地権者の会総会
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地区の概要

施行予定区域面積 ： 約47ha

区域内権利者数 ： １３５名（代表者） R6.12時点

これまでの経過概要

令和５年

５月 まちづくり協議会設立

11月～ 地権者意向調査の実施

12月 土地区画整理に関する勉強会・相談会

令和６年

７月～ まちづくりのテーマ、基本構想案

基本計画図案

10月 準備組合設立に向けた説明会

12月 事業協力者選定委員会

（株）フジタを選定

学研高山地区南エリア土地区画整理準備組合設立総会

令和７年

６月 土地区画整理事業、換地などに関する第２回勉強会

７月 個別相談会

学研高山地区南エリア

●奈良先端科学技術大学院大学

国道１６３号バイパス線

まちづくり協議会設立総会

土地区画整理準備組合設立総会

2（１）．学研高山地区南エリアの概要 R7.7.12 令和７年度学研高山地区第２工区地権者の会総会



地域住民

生駒北
小中学校

学研高山 南エリアからつながるまちづくり
～ 世界に向けて Take off !! ～

学研北生駒
駅

精華・西木津地区

北エリア

自然活用型土地利用

プレミスト平和台 ZEH-M 出典：大和ハウス工業HP

• 住民が企業の研究開発に実証実験的な役割で参加す
る居住実験都市の実現

• ICT等を活用したスマートなライフスタイルの実現

• 子育て世帯や高齢者まで、あらゆる人が快適に住み
続けられる次世代型居住環境の形成

• 研究成果の実装・実証実験を行う場の創出

• イノベーションの創出、研究開発を支援するバックアップ
拠点の創出

データセンター
出典：NTT データセンターの成長戦略

• 周辺クラスター地区との連携による、相乗効果を
生み出す学研高山地区の中核

• ライフステージの変化や新しい生活様式に対応
する ことができる生活利便施設等の集積・誘導

• 人と人が交流する賑わい空間の創出

商業施設･医療機関･公共的空間 など

町田南グランベリーパーク
出典：南町田拠点創出まち

づくりプロジェクト
新たな商業施設の姿

研究支援･研究型産業ゾーン

住宅ゾーン(低層･中高層)

学研高山地区の玄関口

都市機能集積ゾーン

次世代型戸建て住宅･中高層集合住宅･スマートタウン など

[目指す空間像]

[導入例]

[目指す空間像]

[導入例]

[目指す空間像]

[導入が望まれる機能]

中核

FH=160

FH=183

FH=175

FH=170

研究開発型産業施設･データセンター など

ネットワーク

ネットワーク

幹線道路
ネットワーク

高山南北線

高山東西線

先端大

国際研究者

• 研究・イノベーション開発の拠点となる研究開発型産業施設の集積

• 文化･学術･研究の成果を活かす産業施設、ものづくり産業施設の集積

都市型産業ゾーン

研究開発型産業施設・ものづくり産業施設 など

[目指す空間像]

[導入例]

調整池

調整池

農地ゾーン

企業
学研高山地区
第１工区

国際電気通信基礎技術研究所（ATR）
出典：ATR HP

• ものづくり産業やことづくり産業、新しい価値を創出する場としての
文化学術研究施設などの機能の集積

• 技術者の育成を図ることを目的とした施設の誘致やスタートアップ企
業の集積 

※ 基本構想(案)の内容は、イメージであり確定したものではありません。

文化学術研究ゾーン

研究開発型産業施設･文化学術研究施設 など

[目指す空間像]

[導入例]

GH=110

ネットワーク

高山東西線

調整池

配水池
学研高山地区第２工区
(北側エリア除く)の供給源

産業用ロボット
出展:FAロボット.com
（キーエンス）
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2（２）．学研高山地区南エリア基本構想 R7.7.12 令和７年度学研高山地区第２工区地権者の会総会



■道路のルート設定・勾配設定

＜骨格道路＞・・・都市計画道路として整備

① 高山東西線 幅員18m(先端大西側既存道路幅員と同じ) 勾配 約1.0～2.5％

② 高山南北線 幅員１８ｍ(先端大西側既存道路幅員と同じ) 勾配 約2.0～6.0％

※幅員構成については将来の次世代交通を見据え、柔軟に対応する。

＜補助幹線道路＞・・・次工区へのつながりを考慮した道路計画

③ 幅員12m（産業系ゾーン）

④ 幅員9～１２m(住宅、研究・研究支援ゾーン)

＜区画道路＞

⑤ 住宅用地内の道路は、別途二次造成計画時での配置を想定。(幅員6.0ｍ)

＜歩行者専用道路・歩行者ネットワークの形成＞

⑥ 既存道路（ガス道の一部）は歩行者専用道としての整備を検討。
なお、植栽を施すなど歩行者空間の整備についても検討。

⑦ 地区界縁辺部の緑地配置に合わせた歩行者専用道の配置を検討。

■緑の街並み形成
・骨格道路(高山南北線・高山東西線)沿いには植栽を施す。
・主に地区界縁辺部には、緑地(自然緑地)の配置を検討。
・住宅用地を中心に公園・緑地の配置を検討。
・ネイチャーポジティブ※１の観点からグリーンインフラ※２の整備を検討。
・その他、地区計画等の指定により、適宜、敷地内緑化を検討。

■調整池の位置・規模の設定
調整池・・・地区内の雨水排水を集めるため、流域の流末（地区内）付近に

配置する。
規模は、法令等に定められた基準値以上とする。

■農業用水路の機能復旧
農業用水路・・・農業用水の地区内外への配水ルートを確保する。

■造成計画・街区計画
・・・流域や丘陵地形、道路勾配、施設配置を考慮した造成計画

ⓐⓑⓒ 産業系施設用地 ・・・ 大街区の構成を基本 【約20ｈａ】

ⓓ 商業系施設用地 ・・・ 骨格道路沿道に配置 【約10ｈａ】

ⓔ 住宅用地 ・・・ 大街区の構成を基本（二次造成にて宅地街区割り） 【約10ｈａ】

ⓕ 集合農地 ・・・ 農地(田)希望者の換地(１か所で500㎡以上必要)を農業用水の
配水ルートを勘案し配置を検討

①

②

③

(都)高山東西線

ⓐ

ⓑ

ⓔ

ⓓ

調整池

調整池

調整池

ⓒ

ⓕ

配水池

既存道路

県道枚方大和郡山線へ

自然活用型土地利用
エリアへ

日阪製作所

バーレープラス

ゲートエリア
とのつながり

隣接エリア
とのつながり

⑤
⑦

④

奈良先端科学技術大学院大学

芦田製作所
上六印刷

参天製薬3ha

3ha

1ha

※土地利用種別(各用地)の位置・面積規模については、立地企業等の動向を踏まえ柔軟に対応するものとする。

宅地(道路)法面

歩行者専用道路

隣接エリアの造成計画を
想定した検討が必要なゾーン

③

④

③

⑥
精華・西木津

地区へ2ha

⑦

国道163号バイパス
・学研北生駒駅へ

公園

※１・・・自然生態系の損失を食い止め、回復させていくこと。
※2・・・自然環境が有する機能を社会的効果として発揮できるようにするための仕組み。

⑥ 既存道路

既存区域との調整が
必要なゾーン

既存区域との調整が
必要なゾーン

高山サイエンスプラザ

隣接エリアの造成計画を
想定した検討が必要なゾーン

概略計画・設計方針

参天製薬
凡 例

都市機能施設用地

都市型産業施設用地

文化学術研究施設用地

研究支援・研究型産業施設用地

住宅用地（低層・中高層）

緑地

配水池・調整池

道路
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2（３）．学研高山地区南エリア基本計画図 R7.7.12 令和７年度学研高山地区第２工区地権者の会総会



2（４）.立地施設の方向性について

関西文化学術研究都市のビジョン

〇世界の知と産業を牽引する都市

〇持続的にイノベーションを生み出す都市

〇科学・生活・文化・自然環境が融合する持続可能都市

＜次世代技術開発＞

◎学研都市としての知の集積！

生駒市北部地域に位置する新生駒変電所

＜電力・情報通信インフラ＞

・地区近傍に変電所が立地

・特別高圧電力の送電が可能

・丘陵地であるため災害リスクが低い

高山地区は電力の安定供給が可能！

◎デジタル田園都市、半導体・デジタル産業戦略

学研高山地区
第２工区

学研
北田原地区

関西電力
新生駒変電所

昨今のAI技術の進歩により、

データセンターの立地ニーズ がさらに高まっています。

R7.7.12 令和７年度学研高山地区第２工区地権者の会総会
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2（5）.立地施設の方向性について

「新しい資本主義のグランドデザイン及び実行計画（２０２４改訂版）」

「第６期科学技術・イノベーション基本計画」

総合知の活用による社会実装、エビデンスに基づく国家戦略の見直し・策定と研究開発の

推進”が掲げられている。

“（国家戦略：AI技術、バイオテクノロジー、量子技術、マテリアル、宇宙、海洋、環境エネルギ

ー、健康・医療、食料・農林水産業等）”

＜国の施策・方針＞

 国における国内投資促進の分野（半導体・蓄電池・バイオ産業等）やGX国家戦略
の展開としてのデータセンターの立地を見据える。

 国における科学技術・イノベーション政策（国家戦略分野の施設立地）を踏まえ
たものとする。

ＡＩの計算能力を国内に保有することは、経済安全保障の点からも重要であり、
データセンター等の国内立地、投資拡大が急務である。

R7.7.12 令和７年度学研高山地区第２工区地権者の会総会
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地区の概要

施行予定区域面積 ： 約4３ha

区域内権利者数 ： １１３名（代表者） R6.12時点

これまでの経過概要

令和６年

２月～ 協議会設立発起人会

1０月～ 協議会設立に向けた意向確認

1１月～ 協議会設立発起人会

12月 学研高山地区ゲートエリアまちづくり協議会
設立総会

令和7年

6月 土地区画整理事業に関する勉強会

７月 意向調査の実施

学研高山地区ゲートエリア

●奈良先端科学技術大学院大学

国道１６３号バイパス線

まちづくり協議会設立総会 学研推進機構河合常務理事による記念講演

今年度、基本構想案、基本計画図の作成を行う

3.学研高山地区ゲートエリアの概要 R7.7.12 令和７年度学研高山地区第２工区地権者の会総会
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航空写真(令和２年撮影)

学研北生駒駅北地区(約6.１ha)

学研北生駒駅

県
道
枚
方
大
和
郡
山
線

国道１６３号線

平成２7
年１月

「学研北生駒駅中心地区まちづくり構想」作成

令和２年
７月

学研北生駒駅北地区まちづくり協議会設立

令和２年
～５年

まちづくり協議会運営委員会（第１回～第１４回）

令和５年
１１月

学研北生駒駅北地区基本計画図（案）作成

事業化検討アドバイザーに近鉄不動産㈱を選定

令和6年
6月

学研北生駒駅北土地区画整理準備組合設立

令和7年
2月

業務代行予定者に近鉄不動産㈱を決定

役員会の様子準備組合設立総会

地区の概要

施行予定区域面積 ： 約6.1ha

区域内権利者数 ： 26名（代表者） R7.3時点

これまでの経過概要

4（１）．学研北生駒駅北地区の概要 R7.7.12 令和７年度学研高山地区第２工区地権者の会総会
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＜基本方針イメージ＞

① 学研都市の玄関口・北部地域の拠点に求められる都市機能の導入と周辺地域との一体的なまちづくり

② 交通ネットワーク形成と人にやさしいウォーカブルなまちづくり

③ 周辺地域の自然環境・歴史文化と調和したまちづくり

④ 次世代につながる環境にやさしい低炭素化・スマートシティを目指したまちづくり

⑤ 住まいの循環サイクルの構築による住み続けられるまちづくり

4（２）．学研北生駒駅北地区まちづくり方針（令和３年７月）R7.7.12 令和７年度学研高山地区第２工区地権者の会総会



11

4(３).学研北生駒駅北地区基本構想図(令和２年７月)
R7.7.12 令和７年度学研高山地区第２工区地権者の会総会



学研北生駒駅北地区 まちの将来イメージ

■駅前広場⇔北東宅地

※本パースは、基本構想図（R2年7月）を基に作成したイメージで、決定したものではありません
12

駅舎駅前広場

■ならやま大通り⇔駅前広場

駅前広場

駅舎

R7.7.12 令和７年度学研高山地区第２工区地権者の会総会4(４).
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〜 学研⾼⼭地区の価値・魅⼒向上に必要な「場」の創出に向けた検討 〜

周辺地域住⺠、事業者等
と先端大の職員、学生等
による意見交換

構想案の具体化に
向けた検討

施設の立地方策・
運営主体の検討

R6年度
現状の課題や
ニーズの把握

R７年度
構想案の作成

R８年度以降
実現に向けた
検討

5（１）．学研高山地区及び周辺地域の価値向上

＜第１回ワークショップ状況＞
＜魅力あっぷ通信第１号 抜粋＞

R7.7.12 令和７年度学研高山地区第２工区地権者の会総会
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5（２）．学研高山地区及び周辺地域の価値向上 R7.7.12 令和７年度学研高山地区第２工区地権者の会総会

10代; 8; 0% 20代; 55; 3%

30代; 146; 

9%

40代; 

291; 17%

50代; 366; 

22%
60代; 344; 21%

70代, 345, 

21%

80代以上; 116; 7%

未回答; 4; 0%

年齢層

学生; 32; 2%

会社員・公務員; 
587; 35%

自営業・個人
事業主; 121; 

7%アルバイト・パート; 289; 17%

無職; 549; 
33%

その他; 91; 6%
未回答; 6; 0%

職業等

アンケート集計期間：令和7年5月23日～6月30日(39日間)

回答数：約1,650件(速報値、精査中)



5（３）．学研高山地区及び周辺地域の価値向上 R7.7.12 令和７年度学研高山地区第２工区地権者の会総会

860(52.1%)

1,012(61.3%)

604(36.6%)

532(32.2%)

243(14.7%)

502(30.4%)

418(25.3%)

749(45.4%)

458(27.8%)

473(28.7%)

159(9.6%)

490(29.7%)

408(24.7%)

355(21.5%)

483(29.3%)

420(25.4%)

314(19.0%)

217(13.2%)

0 275 550 825 1100 1375 1650

(1)地元の食材などをつかった飲食店

(2)地元の名産品や農産物を買うことができる直売所

(18)そのほか、この地域に「あったらいいな」と思うものがあればお教えください

(3)果物や野菜の収穫が楽しめる観光農園や、動物と触れ合える牧場のような体験型施設

(4)観光に来た人たちなどに便利な宿泊施設や温浴施設

(5)地域の魅力や歴史、観光資源などの情報が得られる情報発信の拠点

(6)この地域の特徴ともいえる、自然環境が身近に感じられたり体験できる場所

(7)サイクリングコースやエクササイズといった、健康増進につながる場所

(8)子どもが遊べる環境がととのい、家族で楽しめる場所

(9)アートや音楽など芸術・文化の表現の場所や発信などにも活用できるイベント施設

(10)カーシェアや公共バスの増便などの公共交通機関の整備

(11)電動キックボードや電動アシスト自転車などを活用した気軽な移動手段

(12)竹などを用いた伝統産業や農産物といった、地元生まれの製品の開発から加工、販売ができる場所

(13)先端大留学生や地元住民、研究者など、様々な人たちが交流できる場所

(14)先端大のバイオサイエンスなどの研究成果と、地域が融合できる場所や機会

(15)アクセスの良さや大学近傍の学研都市の特徴を活かした暮らし(住む・学ぶ・働く)ができる場所

(16)学研都市にふさわしい先端技術等に関するベンチャー企業の立地や、起業支援機能

(17)エンジニアや農業従事者など地域性を活かした人を育てる場所

質問：学研高山地区とその周辺地域の魅力をさらに高めるためにあったらいいなと思うものすべてに○をつけてください
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6（１）．生駒市広報
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↑令和６年１１月広報いこまち掲載 『地域拠点のまちづくり』

R7.7.12 令和７年度学研高山地区第２工区地権者の会総会



6（2）．生駒市広報
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R7.7.12 令和７年度学研高山地区第２工区地権者の会総会



R５ R６年度 R７年度 R８年度～ .

高山地区
南エリア

高山地区
ゲート
エリア

北生駒駅
北地区

土地区画整理準備組合 土地区画整理組合

・基本計画（案）の作成
・準備組合設立仮同意

まち協 土地区画整理組合

まちづくり協議会 土地区画整理準備組合 土地区画整理組合

18

・定款(案)、事業計画（案）の作成
・組合設立同意 など

・土地区画整理事業の施行
・工事、換地 など

事
業
認
可

まちづくり協議会

土地区画整理準備組合

現在

7.事業スケジュール（目標） R7.7.12 令和７年度学研高山地区第２工区地権者の会総会

事業協力者（１者） 業務代行者事業アドバイザー（４者） 業務代行予定者

事業協力者（１者） 業務代行者事業アドバイザー（４者） 業務代行予定者

業務代行者事業アドバイザー（１者） 業務代行予定者（１者）

事
業
認
可

事
業
認
可


